
令和7年4月１日改定
技術等級

大 会 名
全日本選手権大会 32 11
全日本社会人選手権大会 16 32 12
全日本ミックス選手権大会 16 32 10
全日本シングルス選手権大会 16 32 13
東・西日本選手権大会 8 16 32 64 14
ブロック選手権大会（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 4 8 16 32 15・19
県選手権大会（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 4 8 16 32 出場 16・18
県共催・公認大会（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 2 4 8 出場 (16・18)
県内各地区大会（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 4 8 出場 (16・18)
全日本社会人選手権大会 8 16 32 101
全日本ミックス選手権大会 8 16 32 106
東・西日本選手権大会 4 8 16 32 102
ブロック選手権大会 2 8 16 103
県選手権大会 4 16 32 出場 104
県共催・公認大会 1 4 8 出場 (104)
県内各地区大会 2 4 出場 (104)
全日本社会人選手権大会 4 8 16 32 111
全日本ミックス選手権大会 4 8 16 32 116
東・西日本選手権大会 2 4 8 16 112
ブロック選手権大会 2 4 8 16 113
県選手権大会 2 8 16 出場 114
県共催・公認大会 2 4 出場 (114)
県内各地区大会 1 2 出場 (114)
全日本学生選手権大会 8 16 32 64 31
全日本学生シングルス選手権大会 8 16 32 64 32
東・西日本学生選手権大会 4 8 16 32 33
東・西日本学生シングルス選手権大会 4 8 16 64 34
ブロック学生選手権大会 2 8 16 64 出場 35
ブロック学生シングルス選手権大会 2 8 16 64 出場 36
全日本高校選手権大会 4 16 32 41
ﾊｲｽｸｰﾙｼﾞｬﾊﾟﾝｶｯﾌﾟ（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 4 16 32 48・49
ブロック高校選手権大会 8 16 42
県高校選手権大会（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 2 4 32 64 出場 43・47
県共催・公認大会（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 1 8 32 出場 (43・47)
県高校選手権大会地区予選 8 32 出場 44
県高校新人戦 16 32 出場 45
県高校新人戦地区予選 4 16 出場 46
全日本中学選手権大会 4 8 16 32 51
都道府県対抗全日本中学生大会（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 4 8 16 32 52・58
ブロック中学選手権大会 2 4 8 16 53
県中学校選手権大会（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 2 4 8 出場 54・59
県共催・公認大会（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 1 4 出場 (54・59)
県中学校選手権大会地区予選 4 出場 55
県中学校新人戦 2 4 出場 56
県中学校新人戦地区予選 2 出場 57
全日本小学生選手権大会 2 8 16 61
全国小学生大会（5年生の部） 4 8 65
全国小学生大会（4年生以下の部） 2 8 66
全国小学生大会（6年生の部）シングルス 2 8 16 67
ブロック小学校選手権大会 4 8
県小学生選手権大会（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 2 4 出場 63・68
県共催・公認大会（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 2 出場 (63・68)
県小学生選手権大会地区予選 2 出場 64
JOC杯Ｕ-20（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 2 4 81・71
JOC杯Ｕ-17（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 2 4 82・72
JOC杯Ｕ-14（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 2 4 83・73
ジュニアジャパンカップＵ-20（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 2 4 74・77
ジュニアジャパンカップＵ-17（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 2 4 75・78
ジュニアジャパンカップＵ-14（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ・ｼﾝｸﾞﾙｽ） 2 4 76・79
シニア関係 Ｓ-Ｅｘ Ｓ-Ｓｐ １級 ２級 ３級 ４級
全日本シニア選手権大会 4 8 16 32 91
全日本ミックス選手権大会 4 8 16 32 96
東・西日本シニア選手権大会 2 4 8 16 92
ブロック・シニア選手権大会 2 4 8 16 93
県シニア選手権大会 2 8 16 出場 94
県共催・公認大会 2 4 出場 (94)
県内各地区大会 1 2 出場 (94)

【技術等級】　　　　　　　　　　大会実績に基づく認定基準（担当者用）

種別 Ｅx Ｓp １級 ２級 ３級 ４級
大会
コード

一　般
男　女

＊大会の権威：参加資格をＳｐ以上とする

35

45

大　学

高　校

中　学

小　学

ＪＯＣ杯

ジュニア
ジャパン
カップ

シニア

(注)：出場数が１５ペア（名）以内の大会には、原則、４級を除き適用しない。４級は、出場数に関わらず認定できる。

　１．上記の認定基準は、各大会の出場数が最大認定数（一番右側の数字）の２倍以上の場合のみ適用される。
　２．出場数が最大認定数（一番右側の数字）の２倍に満たない場合は、全ての認定数を１／２とする。
　３．出場数が最大認定数（一番右側の数字）の１／２に満たない場合は、全ての認定数を１／４とする。
　４．山口県における県選手権大会と同等レベルの大会は、県選手権の認定基準により認定できる。
　　①一般では国民体育大会予選、高校では高校総合体育大会及び競技者育成プログラム大会兼国体予選を同等レベルとする。
　　②山口県ソフトテニス連盟の共催・公認大会は、種別毎の県選手権大会認定数の１／４を、県内各地区大会は１／８を同等レベルとする。
　　　ただし、Sp は認定できない。
(特記)・全日本選手権大会山口県予選会において出場権を得たプレーヤーは、参加数に関わらずSp に認定できる。ただし、当該大会にSp以上
　　　の資格をもった選手が出場枠数以上参加していること。
　　　・高校、中学、小学の「地区予選」は各地区大会（市内大会等）を指し、「新人戦」は大会名に「新人大会」等とうたう大会にのみ適用する。


